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產
財
は
、
彼
等
が
和
人
等
と
の
交
易
に
ょ
り
、
個
人
的
活
動
の
結
果
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
純
然
た
る
私
有
財
產
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
も 

の
の
贫
用
に
ょ
り
、
皇

Q

榮
做
の
成
银
と
し
て
张
產
さ
れ
た
舟
，
腊
そ
の
他
の
坐
產
财
は
、
常
然
そ
の
人
の
私
有
財
産
で
あ
ら
ね
ば 

な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
ア
ィ
ヌ
土
鹿
の
商
品
化
は
、
市
場
の
發
達
.と
相
俟
っ
て
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
最
も
確
實
に
、
消
^
財
と
坐
產 

財
と
；の
兩
極
面
か
.ら
.铺
成
り
^
蒙
典
る
：總
有
的
樹
奮
搞
.,
0
徹
底
购
崩
孃
を
^
ぞ

始

：め
.た
の
で
あ
を
0
^
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^

く 
5

活
は
總
有
ょ
ヶ
私
有
へ
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、
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.れ
.は
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族
べ
れ
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^
^
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.似
上
が
1

‘私
が
理
解
し
炎
限
り
.に
お
：ぃ̂

>

本
«

0

筋
道
.で
あ
.
る
：と
做
さ
れ
る#

句
ぜ
あ
る
？

こ
れ
.が
著
者
の
眞
意
に
添
ふ
と
こ
ろ

で
あ
る
か
否
か
は
不
明
：で
あ
る

.が
、
そ
：の
孰
れ
：な
る
に
せ
ょ

”

。右
だ
け̂;
以
て
し
、て
も
、
.
ア
，イ
，ヌ
の
社
會
經
濟
每
^

观
解
ざ
れ
得
ょ: ^
o

本
稿
の
最
湖
に
も
言
及
し
た
变
に
、
'
從
來
研
究
ぬ
1
分

甚

か

っ

：た
敷
に
着
目
レ
て
の
勞
作
が
、
.本
書
な
の
で 

あ
る
。'
從
o

て
、
一
そ
れ
が
猶
處
.々
.に
荒
削
り
の
感
を
與
へV
點
を 

そ
：れ
.は
本
書
が
こ
の
領
樣
に
お
け
る
先
驢
的
歼 

究
な
る
が
.た
：め
に
.
こ
そ
帶
び
^ '

と
：こ
ろ.
で
あ
.
っ
^
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1
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脊
敎
授
の
著
作
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'
匹
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-す
べ
き
も
の
，が
、
敎
授
の
手
に
i

っ
て
送
o
出
さ
：れ
る
.日
の
あ
る
べ(

き
.こ
と
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
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で
あ
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宮
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氏
著
：

r

近
世
商
業
組
織

0

研
究

.
伊

東

瀰
.>.•

乙

助

:

^

在
の
商
業
組
織
は
ニ
の
變
苹
期
に
到
達
し
て

^

る
。.
周
知
.

0
樣
に
、'
商
業
組
織
の
合
理
化
と
‘
い
ふ
問
題
は
今
日
此
頃
.の
問
題
で
な 

,
く
ノ
旣
に
事
鍵
前
に
於
い
：て
そ
：の
行
詰
り
は
相
當
深
刻
な
程
度
に
ぁ

0

た
。
商
人
過
剩
の
問
題
、
：
百
貨
店
，
小
賣
商
の
：問
題
、
太
產
業
に 

ょ
る
商
人
排
除
の㈣

®

，
消
齋
組
合
と..の
對̂

'-
^

_

_

.々
が
山
猜
し
セ
居
り
、
激
：中
：
產
業
者
側
と
消
费
者
側
の
兩
方
：：间
ょ
り
す
る
商 

人
排
除
9

傾
狗
は
"

そ

Q
:

將
來
董

し

極

め

て

悲M

g

M

察
さ
へ
，生
ん
だ:.
0

そ
こ
へ
へ
此
度
の
，事
變
で
：ぁ
名

0

.:必
激
に
物
資
の
銃
制
が
勵 

行
さ
れ
る
。
戰
银
遂
行
上
.、
物
資
の
生
產
を
增
大
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
タ
然
し
物
调
は
元
め
；儘
で
：ぁ

.ら
ね
ば
な
ら
ぬ0
'
原
.料
高
.
勞
働
賛
銀
の 

騰
貴
は
勢
ひ
坐
產
者
物
價
の
騰
潰
と
か
り
、
そ
れ
找
或
程
度
容
認
さ
れ
が
。

»

め
ね
ぱ
生
產
擴
大
が
不
可
能
と
な
る
：の
：み
な
ら
ず
、
：そ 

の
阻
害
に
さ
へ
な
る
？
.然
る̂

他
方
、
，̂
れ
を
_
消
費
者
の
手
忆
渡
す
時
：は
元
通
ヵ
の

«

格
で
あ
ら.
ね
ば
尨
ら_な
い
0

:
戰
#
發
行
の
ー
政
府 

は
大
な
る
消
費
砻
で
ぁ
る
。
從

.ク
て
價
格
の
：騰
貴
ず
：る
と

^

ぁ
ら
ん
か
、
そ
ば
戰
幾
遂
行
を
阪
輋
す
る
事

.茜
し
：い
。
.，
か
く
て
生
產
苕
に 

對
し
ズ
は
或
程
度
の
■

»

?:
■

_

め
乍
ら*
飧
費
者
に
は
元
の-定
價
を
以
て
：支
孤
货
せ
.る
'0
.
:
:そ
の
間
0'

間
隙
：は
誰0
1

と

な

る

か

。

ま

，
.
： 

ふ
迄
も
な
く-

中
間
配
給
齓
織
も
從
事
す
る
人

>

如
ら
、
そ
办
を
綠
出
.せ

ね

ば

な-&
な
い
：
0

:#|
.
慣
政
策
；の..犠
胜
.と
な
苓
も
の
は
フ
外 

も
な
い
商
業
人
な
の
で
あ
る
。
銃
制
政
策
に
な
る
龃
織
、の
變
觅
は
こ
の
部
酣
に
向
つ
て
强
行
さ
れ
ん
と
し
て
ゐ
る

。
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.他
方
.
現
在
の
商
業
組
織
は
合
週
化
めf

後
れ
た
る
部
分
と
さ
れ
て
ゐ
る
。_

者
か
らg

費
者
へ
の
配
給
過
程
に
は
、
非
翁
に 

多
く
の
商
人
が
介
在
す
る
。
又
非
常
に
狹
隙
な
る
地
域
に
、
非
常
に
多
く
の
小
暮
が
互
に
管
け
ず
つ
て
ゐ
る
。
然
し
こ
れ
は

1

ぶ 

1

夕
に
_

し
：た
も
達
は
龙
^

こ
:0
組

谓

銀
_

1
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治
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後
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し
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|
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_
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新
變
革
後
の
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濟
的
發
額
商
業
組
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•
に
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事

は
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ま

へ

い
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、
、
封

建

御

封

鶴

衣

制

度

‘雙

;:
#
は

暴

か

れ

、交
適
^

、
ょ

つ

て

ブ

商

雙

繁

遵

す

り
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そ

の

取

項

は

擴

大

.各
_

達

囊
;4
'
:額
は
多
く
な
り
、
姐
に
一
國
雾
上
に
於
げ
る
裏
の
地 

位
に
も
大
な
る
變
化
は
ぁ
ク
た
が
-
商
業
鈕
織
の
根
本
に
：#
い
：
で

廉

，服
.
§
產
業
に
比
し
て
、
ょ
り歷

史

的

•

傅

統

f
:
も
の
を
多
^

•

持
つ
て
ゐ
た
。..連

組

：織.$改
遇
は
長
い
懸
案
で
ぁ
つ
龙
慮.1'

向

暫

怒：

の
：
は
、
；

1蒙

れ
.が
歷̂

的

，
&

妁

暮

在

で

ぁ

づ

た
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：
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.
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L
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■
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■
_
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_
暴
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商
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讓

ぬ

史

的

硏

究

は

、

_

意
議
い
も
，

な
つ.て
く
るo

嘗
つ
て
經
濟
犯
と
い
ベ
ば
商
業
史
を
聯
想
し 

た

續

宏

づ

一

た

。
：

'丁
«
■
明
量
十
华
代
2

つ
た
が
、
そ
の
時
に
遠
藤
芳
樹
氏
、の

「

日
本
商
業
志」

、
菅
沼
貞
風
,

.「

大
R
本
商 

業
志」

、：g

f

時
冬
氏
の一r

日
本
商
業
■

が
相
次
，い|

に
_

,

^

へ
名
忙
す
讀
、.

c 

V
に

繁

せ

ん

と

，
す

る

「

近

世

商

業

組

織

の

|

究」

な
.論
著
は
V
#•て「

株

仲
間
の硏

究

」

I
•
表

さ

れ

應
 

の
？

.
マ
ぁ
る
。
本
書
は
、
前f

如
き
未
篇
の
分
野
ぬ
、
大
仓
る
鞲
想
を
以
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
極
め
て
啓
蒙
的
な
、 

.新
奇
の
說
I

ま
ぬ
概
說
的
書
籍
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
措
に
跟
び
興
ら
ん
と
す
，る

.日

本

商

業

史

硏

'究

者

に

、

原

6
指
針|

た

，

ト
本
書
は
德
州
時
代
に
於
け
冬
商
業
組
織
を
種
^

な
石
角
读
亦
名
說
明
す̂

ニ
金̂

さ

部

に

分

茂

^
ー 

1
:
ー
部
は
問
遍
の
研
焚
究
ま
气
先
づ
第—
部
の
：近
.世
亂
乘
0
硏
究
试
八
章
沘
分
れ
、
：：近* '
.(
0

'歡
«;
:

と
滴
業
、.
近
世
0
都
市
と
商
業
、 

近
#
:

€
:商
人
、
&

参
0 -

商
：家
修
_

ん
;/
'

迎

濃

人
.の
姝
仲
間(

砬
俱
の
瓶
業
利
潤>
;
:近

世

.0
撖
诹 

順
.來
配
列
ざ
也
び
. «
«

間
屋
“

硏
究
は
逛
世
の
«

屋

で

近,-
:
|
1
|
:
睜
屋
取
則
0

.製
_
>
近
1|
!

:
問
蛋
取 

問
屋
去
そ
0
&

0
:四

馨

ヒ

分

つ

；
て
：
ゐ

；

'

^(

捕
#

茫
啟
.て
.德
川
時
代
商
業
組
織0
輪
郭
を
承
1>
，
、後
者
_

弋
そ
.

^

を
な
.：、し
た
問
屋
取
引
«
構
釔
_
明
す
名
。
そ
の
‘各
章
は
龇
沢
な
法
意
女
ご
そ
め
題
自
の
ー
全
體
ゅ
抒
屆
か
也
て
；、
公
予
に
釭
ま
ね
く
叙
述
. 

し
、.：：
：
猶

か

ネ

極

め

：
て

¥'
易
兮
4
る
。：.：著
者
は
-̂

の
：
序

文̂

本
書
を
論
文
と
概
說
的
參
考
書
€>
中

間

を

行

く

も

：の

た

ら

ん

と

欲

し

た

と

：
：

.

1
K

ふ
。
’蕺
し
_
的
良
心
5:
.持
つ
た
概
歌
的
箸
#'
.と
解
す
る
が
、
そ
の
賊
*
著
者
の
意
途
始
成
功
し
：て
ゐ
る
0,
.本
*:
.贫
商
業
史
硏
究
者
に
、
' 

特
に
そ
の
初
心
者
獎
す
る
所
以

.で

.あ
る
o 

. 

.へ
' 

• 

^

I

の
各
章
が
lr
a

'

l

_

s

:
通
あ
ま
ね.y

叙
I

て
：：

|

_
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I

 

問
題
に
な
つ
て
ゐ
名
酡
給
組_
に
關
聯
し
で
.ヴ
第
：汾
馨
七
章
近
世.
0齒
品
配
給
姐
«
を
'取
上
：げ
る
。

」

今 

商
品
、
配
給
範
圍
及
び
配
給
過
舊
を
そ
れ̂

說

明

す

る

巧

羅

商

楚

於
^
て
は
ノ
先
づ
近
世
に
於
^
て
都
市
の
消
費
生
活
が
複
雜 

多
面
化
す
る
.に
從
：ひ
,'
>
商
ロ
叫
^
產
»
の

購

ん

が

：
：一
:
«
的

慣

習

化

:1
>
'
典

こ
.
.と
、
：他
^

^
自
雜
女
本
則
ゼ
^

勵

の

特

產

物

の

坐

產

：
に

慶

：
力

：
を

入

れ

>
餐

ら

ば
«:
米
^
共
：に
霡
財
政
補
填
ー̂

ー：#
段
と
：し
笟
.
>
"
誠
屋
_
を

通
^,
て
流

出
さ
れ
，だ
こ
と< ^

說
か
れ
、
挪
市
に
於
げ
谷
鄺
品
種
靜
、
取
_

*

及
び
歡
敷
商
晶
を
紹
介
し
、
終
り
に
貿
易
品
に
も
'觸

れ
:^
;

配

給

範

園
で
は
封
建
制
度
の
蕋
調
た
■る
領
域
經
濟
の
賀
際
的
實
行
手
段
た
る
津
留
に
つ
い
て
先
づ
述
べ
ら
れ
、
次
で
そ
れ
あ
る
に
も
枸
ら
ず
、

_ 

- 

'

宵
本
又
次
抝
近
世
商
業
組
織
の
研
究」 
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域
下
町
中
心
の
經
濟
圈
が
漸
次
奮
直
轄
級
市
：

に
、
全
國
的
に
，擴
大
さ
れ
る
過
程
。
然
し
で
そ
れ
ら
都
市
の
う
ち
、
寺
こ
，大
阪
が

' 

S

で
あ
り
、
大
阪
の
問
屋
命
質
、或
は
卸
寶
市
場•投
機
市
場
に
て
決
審
ら
れ
た
價
格
は
、
種
々

Q

通
信
霜
に
よ
り
各
地
に
證 

さ
れ
、
或
は
株
仲
間•仲
間
•座
の
結
成
に
よ
り•
.市
場
を
形
成
す
る
こ
と
が
說.か
れ
るo

又jg

給過程にあつては第一にその經路、
 

が
#
り
上
け
ら
れ
、
論
に
渉
る_

に
初
つ
て
、
醫

.湖
上
及
び
河
*;
1
|交
通
に
及
び
、
次
で
配
給
系
銃
に
入
り
、像
時
の
商
愛
藏
， 

物
•納

屋

物•舶
來
物Q
蛋
分
け
、
そQ

う

ち̂

}是

主

要

商

品

別

に

、
圖

f

以
て
そQ

系
禁
見
易
く g

さ
か
る
。
以
t
は
こ
の 

、
ず

の

全

紙

で

あ

る

が

、

こ

.の
紹
介
は
そ
の
內
容
を
？ 

$

、
雪
の
叙
述
方
法Q

綿
密
I

例
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
い
づ
れ
の
章 

も
こ
の
第W

と
同
様
に
*
奪
な
意
見
は
な
い
が
、
確
實
•廣
沉
に
叙
述
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

' 

、

然
し
て
そQ

說
明
が
翳
に
、S

菡

？

H
を
向
け
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
と
か
く
從I

一
 

的
な
名
f

以
て
醫
さ
I

I 

ち
2

f

 

Q

を
* 
土
地
々
々
の
呼
稱
を
以
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
初
I

に
と
つ
て
便
利
でI

。
例
へ
ば
諸
物
品
問
塵
に
つ 

•
い
て
：は
第
一I

部
第
一
章
で
兵
庫•新
潟
•大
津
•
大
阪
•赤
間
ヶ
關
•淸
水
.
&填
の
例
を
あ
げ
て.
.ゐ
る
が
、
.兵

妻

は

諸

福

；
新
潟
で 

は
*
1
<間
渥
、.大
津
2

窗

屋

、
大
阪
|

荷
受
問
屋
，S

S

:
で
は
萬
問
屋
、
淸f

は
船
問
屋
、
尾
遺
で
はI

屋
-
若

く

は
.

K

層

と

も
'彦

更

.に
f

者
に
は
ぞ
の
話
に
よ
宅
 

蓋

.

へ
し
著
者
は
そ
れ
程
、.
廣
く
諸
著
識
照
し
て
ゐ
る
か
.ら
で
あ
今
.
.
:
,
.
: 

.

.
'
.
:
; 

t

史
.に
商
業
史
研
究
に1
'步
前
進
せ
ん
と
す.る
^

に
 ̂

■

, 

.書
の
う
ち
、‘
I

無
視
さ
れ
易
い■

書
•
買

馨
I

切
書
、.

f
狀
 ̂

.

：

に
說
明
さ4

1

る
。

こ
れ
ら
は
近
世
：の
商
家
使
用
人

#

&

羽
S

 

ン

に
も
拘
ら
ず
、
多
く‘
は
一
片
の
紙
片
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
■顧
り
見
ら
る
Y

事
が
少
な
い
。
之
等
を
览
集
し
綜
合
し
た
浙
究
は
未
だ
多
く

』 

な
さ
れ
て4

な
い
か
ち
、
と
の
章
の
孰1
は
極
め
て
有
意
義
で
あ
る
。
然
し
敢
へ
て
望
蜀
を
云
ふ
な
ら
ば
、

.
書
敗
^
な
つ
て
ゐ
る
商
業 

文
瞽
，
例
人
ぱ
大
福
帳
の
如
き
，
或
は
仲
間
帳
の
如
き
0
解
說
も
豫
加
ネ
て
あ
り
允
か
っ
：浪
。
：
；

：
：，
.,
■
■:

然
し
以
：上.の
.

見
る
様
に
、
パ
本
書
の
記
述
.が
極
め
て
割
：
1
’的
に
整
然
と
し
て
ゐ
る
_

せ
、
他
方
說
明
に’多
少
め
無
理
を
生
ず
る
■ 

場
合
が
あ̂
:

'
そ
れ
は
！§
ご
部
：の
如
く
、
問
屋
の
發
生
、
機
能
、
：
衰
類
を
分
げ
て

.
說
け
る|

所
は
ょ
い
が
、
：第

I:

部
第
三
：章
の
近
世
の
商
；

人
中
、.
.
.
そ
t

l

f
關
I

件
、：或
は
第_

の
株
1

に
關
す
々
1

1

3

ゐ
る
場
合
で
：あ
る
。
即
ち
德
川
時
代
试
身
分
社
#

で
あ
；る
。
身
分
的
吏
配
.の
卞
に
/>

統

|
と
狹
序
と
調
和̂

が
保
た
れ
、
.そ0
意
味
で

» 

■ 

' 

.
.

-
- 

' 

* 

.

.

.
■ 

■ 

: 

■ 

■ 

• 

■ 

■ 

. 

’ 

-
- 

- 

.
- 

.

共
同
§

的
性
質
を
持
:0
て
：ゐ
名
。7從
っ
て
そ
&

に
.は
保
守
的
‘

*

統
的
精
神
が
0'
各
身
分
層
に
徹
底
し.て
'
ゐ
た
と
い
ふ
見
地
に
：立
っ 

て
、
說
明
を
試^ '

る

。

：
；
一

ぃ

例

を

商

人

意

識

<0
'說
明
が
ら
录
ざ
ぅ
。

k

本

氏

：
は
一

K
4

P「

商
人
の
活
動
す
る
部
面
は
、
.個

人

對

個

人

の

取

則

—

 

の
丽
で
ひ
給
付
對
反
對
給
付
办
交
换
原
則
が
^

^

す
あ
貨
で
あ
り̂

而
も
世
量
と
餐
と
0 .

嚴

然
<?
:
:せ
る
所
#

あ
づ
た
。*

盤
^

合
ふ
.

:■

合

は

ぬ

が

，
そ
0
指
氣
原
理
で
あ
ゲ
、
：：引
ぎ
合
ふ
こ
と
>
.
:儲
け
る
.^
と
.が

：
そ

か

理

：
想

で

龙

っ

_た

^

^
し
當
時
.は
分
^
と
い
：ん

意

識

が
'
 

强

.
• 

• 

■ 

• 

. 

,
•
+
»'
. 

• 

* 

•

い

拘

束.力
を
持

っ

て

，
な

た

と

转

ふ

--
0「

こ
：
の

『

分

限』

_を1
.

步

に

：
.て
：
ル

踏

み

，

.出

せ

ば

，
，
即

^
 

i
 

r
っ
て
排
擊
货
ち
れ
たo
^

れば假命商業のホ他

0
部
#
.
に
於
^

る
：ょ
り̂

營
利
掼
則
％̂

分
早
<
ょ
り
目
覺
め
て
ゐ
ょ
ぅ
と'

も• 

C

岛
時
.，の
商
業
關
係
者
が>-
'
-か
'衫
名 

き

で

あ

っ

た

。

」

當

時
€>
;
.商

人

は

分

限

：

' .

- 

- 

, ...,•/■
....
 

-.• 

. 

.

し

- 

.

.

. 

.......

意
識
の.
下
に
行
動
し
た
か
ら
”

飽
く
な
き
猶
太
人
的
な
貪
慾
爻
未
だ
持
つ
て
ゐ

”な
か
令̂
^

-

.'- 

'
•
•
•
•
• 

•• 

:
•
•
•
-
: 

- 

• 

' 

' 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

し
、
親
讓
り
の
家
業
•

家
職
に
輿
念
じ
、
：
實
意
を
以
て
商
寶
す
る
蔡
を
心
懸
け
た
。
從

っ

て

株

.#

間
•

仲
間
の
成
立
も

「

商
人
の
心
裡
に
、

自
分
一
個
の
み
が
餘
り
に
備
け
す
ぎ
る
事
は
全
體
と.
の
調
和
上
、
冥
加
、に
惡
い
と
沄
ふ
感
じ
が
规
喰
ふ
て
'
ゐ
た
か
ら」

で
あ
り
、
そ
の 

宵
本
又
次
氏
著「

近
li
t
-商
業
組
織
の
研
究」
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次
氏
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世
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、
：r
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^

'

r

:

?

i
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：

.
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g

 

(

一
四
四)

原
理
は
新
規
•
新
法
を
避
け
、

「

一‘分
之
了
見
に
屯
立
間
舖
事」

を
遵
？

る
に
あ
つ
たO 

,と
い
ふ
風
に
說
明
す
る
。然
し
か
4

川
時
'
 

. 

i

ヤ
的
に
取
扱
ふ
事
は
、
果
し
て
當
を
得
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
o

德
il
l
氏
が
天
下
に
覇
を
喝へ
て
か
ら
*
實
質
上
の
身
分
的
封
管. 

I

立
す
る
ま
で
に
も
數
十
年
を
閱
し
てゐ
る
し
、
更
に
そ
の
身
分
I

の
I

緩
ん
で
、
身
分
的
秧
序
が
混
亂
に
陷
入
？

I

も
：

.
數
十
年
を
經
過
J

。
商
人
の
立
場
に
つ
ハ
て
も
同
様
でI

.
德
川
初
期
の
商
人
は
和
寇
と
共
に
海
外
に
活
蹓
し
馨
險
商
人
の
子 

.'

踩
|

り
、
戰
國
S

侯
4

火

羞

へ
S

Q
商
人
？

孫
I

る
。
彼
等
に
か
4

保
守
的
精
神
I

出
し
#
た

含

か

。
隹

：
 

プ 

時
多
く
の
® 
士
が
搏
人
に
轉
化
し
た
。
三
井̂Q

越
後
屋
、
山
中
氏
の
滩
池
は
宿
名
で
あ
る
。
彼
等
は
德
"
末
期
の
窮
卞
の
卩 

く
に
、.
1技
ふ
に
困
，つ
て
商
人
に
な
つ
た1

で
は
な
い
、。
彼
等
に
は
自
氣
が
あ
り
、
誇
り
が
あ
つ
た
。
亦
、
德
川
末
期
の
商
八
に
は
大

：
:'
. 

名
に
膝
を
屈
せ
I
む
鲁
限
者
を
出
さ
し
め
た
。
そ
の_

の
餘
裕
は
5

,
て
多
く
の
文
化
人
を■
出
せ
し
•め
た
パ
馨
は
士
と
交
り、
' 

聖

議

の

黑

f

も
炎
つ
た
。
德
川
時
代
は

「
一
の
過
渡
期
の
様
相I

;

」

す

る

ど

は

-

背

走

も

本

書

の

初

め

に

云

つ

て

ゐ
る
。
-■
か
. 

.、

る
.̂
代
を
勘
'̂
と

1
.
;
の
身
分
社
#
と
規
觉
し
て
取
扱
ふ
事
は.、
何
と
し
て
も
危
險
で
あ_る
.
0 '
: 

V 

■ 
■ 

. 

,
■■

と
は
5

、
菜

氏

緊

4

論

豪

的

な
m

 

I

的
I

f

ら
し
め
ん
と
す
含
は
、
か

く

な

きi

f

か
' 

つ
た
で
あ
I

。
汔

各
I

德
川
氏Q

身
分
的
封
建
制
下Q
典
型
に
於
い
て
、
說t

せ

ん

と

し

た

も

そ

Q

意
味
I

 

い
て
は
興
f

差
狹
む
餘
地
は
全
べ
無
い
。
唯
、
歷
史
は
常
に
停
滞
f

.

も
の
で
な
く
、
麗

せ
f

の
で
I

。
本
書
の
如
き
、
近

‘ 

佌
商
業
組
織
の
横
斷
的
硏
究
も
必
要
で
あ
る
が
、
發
旧
史
的
研
究
方
法
も
亦
、
重
要
で
あ
る

0
氏
は
商
業
史
の
霧
的
な
*
而

し

て

皆

. 

蒙
的
な
概
論
を
著
す
事
を
、
目
下
の
倉
と
し
，

.て
居
ら
る
、
由.で
I

O

以
上
の
醫
に
ょV

て
、
そ
0
速
や
か
な
る
完
成
を
期
待
し 

て
止
ま
な 
S
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